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調査�
    研究� 調査研究紹介
当所職員（他機関との共同研究を含む。）が学術集会及び学術雑誌に発表した調査研究報告を紹介します。

◆学術集会発表

発表学会・研究集会名 演　　題 氏　　名

第55回日本ウイルス学会学術集会
（H19.10.21～23）

牛ウイルス性下痢ウイルスの生物現
象の差によるゲノム塩基配列の相違

小佐々隆志、（青木博史、野田紗知子）、
関口秀人、（福所秋雄）、中村成幸

◆誌上発表

発　表　誌 発　表　題　名 氏　　名

Veterinary Microbiology
127（3-4）, 386-391, 2008

Genomic analyses of bovine viral diar-
rhea viruses isolated from cattle
imported into Japan between 1991 and
2005（1991年から2005年の間に日本へ
輸入された牛から分離された牛ウイ
ルス性下痢ウイルスの分子系統解析）

Tomoko Yamamoto, Takashi Kozasa,
（Hiroshi Aoki）, Hideto Sekiguchi ,
（Shigeru Morino）, Shigeyuki Nakamura

第7回　人と動物の共通感染症研究会
学術集会 （H19.11.3）

危機管理対策としての経口投与型狂
犬病生ワクチンに関する調査

小川孝、蒲生恒一郎、岩中麻理、（笛
吹達史、永田知史、衛藤真理子）

平成19年度天然資源の開発利用に関
する日米会議（UJNR）家畜家禽疾病
専門部会 （H19.12.5）

Antimicrobial susceptibilities,
serogroups and molecular characteri-
zation of avian pathogenic
Escherichia coli isolates in Japan
（日本で分離された鶏大腸菌症由来大
腸菌の薬剤感受性、血清型及び分子
学的性状）

小澤真名緒、原田和記、小島明美、
浅井鉄夫、（鮫島俊哉）

平成19年度天然資源の開発利用に関
する日米会議（UJNR）家畜家禽疾病
専門部会 （H19.12.5）

Development of Virus Neutralizing
Test Using Indirect Immunoperoxidase
Technique for the Quantitation of
Antibodies to Rabies Virus （間接免疫
ペルオキシダーゼ法を用いた狂犬病
ウイルス中和試験法の開発）

小川孝、蒲生恒一郎、（衛藤真理子）、
荒尾恵、（小林理恵子、青木博史、西
村昌晃、平山紀夫、白石力也、
Alexisandre Servat、Cliquet Flolence）

日本薬学会　第128年会
（H20.3.26～8）

小型堆肥化装置を用いた医薬品成分
の環境影響評価法の検討と動物用抗
微生物薬への適用

江口郁、小形智子、永井英貴、（永瀬
裕康、平田牧正）

第145回日本獣医学会学術集会
（H20.3.28～30）

Campylobacter jejuniの血清型は抗
菌剤耐性に影響する

小澤真名緒、浅井鉄夫、小池良治、
石川整

第145回日本獣医学会学術集会
（H20.3.28～30）

抗菌剤の使用による共選択が健康豚由
来大腸菌の薬剤耐性率に及ぼす影響

原田和記、浅井鉄夫、小澤真名緒、
小島明美、高橋敏雄

平成20年度日本水産学会春季大会
（H20.3.27～31）

類結節症菌の薬剤耐性遺伝子を標的
とするPCR法の検討及び耐性遺伝子
の保有状況

木島まゆみ、野牛一弘、（福田穣）

注：氏名欄（ ）は所外機関所属者

Journal of Applied Microbiology
103（2）, 381-389, 2007

Molecular diversity of Photobacterium

damselae ssp. piscicida from cultured
amberjacks（Seriola spp.）in Japan
by pulsed-field gel electrophoresis and
plasmid profiles 

Mayumi Kijima-Tanaka, Michiko
Kawanishi,（Fukuda Yutaka）, Shoko
Suzuki , Kazuhiro Yagyu


